
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和３年(2021年)２月25日（木）、オホーツク合同庁舎３階講堂において、第２回オホーツク地域いじ

め問題等対策連絡協議会の開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症への対応等に関わり、書

面による開催としました。 

構成員及び北海道いじめ問題等解決支援外部専門家チーム員の皆様からは、令和２年度の重点に基づく

関係機関による取組状況について、下記のとおりまとめました。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
  
 
 
 

 
令和３年（2021年）３月発行 

令和２年度（2020年度）の重点 
【重点１】いじめの未然防止に向け、児童生徒が考え、議論する主体的な活動を推進し、児童生徒のコ

ミュニケーション能力を育成する取組の充実 

【重点２】道や市町村が策定する「いじめ防止基本方針」を踏まえ、いじめ・不登校の早期発見・早期

対応に向けた関係機関との連携による支援体制の充実 

 

 

 
新型コロナウイルス感染症拡大防止に

より、「少年の主張大会」地区大会及び

全道大会は中止となったが、全国大会に

ついては、「直接エントリー制度」を今

年度限りで設け、実施した。 

 
 
新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ

た相談活動やエンカウンター等を生かし

た取組を行うとともに、関係機関と自殺

予防に関わる情報連携を図った。 

 

 
 

青少年育成運動推進委員が中心とな

り、「コミュニケーション能力の育成」

に向けた文書を作成し、各市町村におい

て周知するとともに、開催日を変更して

事業を実施した。 

 
 新型コロナウイルス感染症対策のた

め、日程を短縮するとともに、参加者を

少人数に限定した上で、小学校、中学

校、高等学校の児童生徒を対象に、「ち

びっこリーダー研修会」を開催した。 

 

 
 

学校の活動やいじめの未然防止について

の情報発信として、PTA 広報誌を発行し

た。共働きでＰＴＡ活動になかなか参加で

きない保護者にとって学校を知る重要な情

報ツールすることができた。 

ＰＴＡ広報紙の活用 

教育相談の充実 

コミュニケーション力育成に向けた取組の強化 

「ちびっこリーダー研修会」の実施 「少年の主張大会」の実施 

 

 

遠隔システムを活用し、児童会や生徒会

などの集会活動を実施したり、地域参観日

やボランティア活動などを分散実施したり

することにより、新しい生活様式に対応し

た活動方法の工夫を行った。 

 

 

双方向通信を活用した活動の工夫 



 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

おほーつくかｎ 

いじめが犯罪であることや、情報モラ

ルの周知等を目的とした「非行防止教

室」を、管内小学校、中学校、高等学校

を対象に実施した。 

 
児童相談所や相談支援事業所、福祉サ

ービス事業所と成育歴や家庭の状況、学

びの状況について、文書による情報共有

を行うるとともに、個別の支援体制を構

築した。 

 

 
「人権教室」の実施や、「SOS ミニレ

ター」の活用、「みんなの人権 110

番」を用いた相談受付を行うとともに、

児童生徒が記入した人権啓発メッセージ

の掲示を行った。 

 

「人権教室」「ＳＯＳミニレター」の活用 

 

関係機関との連携と支援の充実 

 

「非行防止教室」の実施 

・「学校の管理下・管理下以外における暴力行為発生件数の推移」（令和元年度文部科学省）によ

ると、小学校での暴力行為の発生件数は、平成29年度で中学校に並び、平成30年度及び令和元

年度では小学校での発生が最も多くなっている。トップを占めている。また、「管内のいじめの

認知件数」についても、小学校における件数が格段多くなっていることから、小学生への積極的

な対応が必要である。 

・各種関係機関・団体が、この協議会に参加し、精力的に取り組んでいる点は心強い。ここで、期

待される活動は、PTA活動である。問題が生じた時のみの対応に追われるのではなく、いじめの

未然防止に向け、保護者が子育てについて考えるPTA活動の機会を多くする必要がある。 

・それぞれの学校において、独自の子育てに関するPTA研修会・学習会・講演会を通して学ぶとと

もに、参加できなかった保護者にはそこでの資料や事例など配付・提示することを繰り返し行う

必要がある。 

 

 

 
いじめを人権問題と捉え、啓発及び相

談、「人権侵犯事件」としての調査及び

処理、救済等の取組を行う等、関係機関

と連携し早期発見及び早期対応に努め

た。 

 

 

 

関係機関との連携 

事務局から、書面にて、令和３年度（2021年度）の重点の方向性について提案しました。 

今後、管内のいじめや不登校等の状況、関係機関の取組における成果と課題、そして、本協議会

での構成員の方々からの御意見を踏まえた上で、来年度実施される第１回協議会において改めて提

示します。 

北海道いじめ問題等解決支援外部専門家チームから 

 
「学校支援地域本部事業」におい

て、学校に市民ボランティアを派遣

し、児童生徒が地域住民の方と関わる

ことにより、コミュニケーション能力

の育成を図った。 

学校支援地域本部事業の活用 

 
 

異年齢や違う地域の子どもたちが一緒

に合宿生活を送ることを通して、子ども

たちの自主性や協調性を養うことを目的

とした「オホーツク管内リーダー養成研

修会」を実施した。 

リーダー養成研修会の実施 


